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性が規定され、例えば密度は造作用の普通 MDF で 0.35 g/cm3 以上、構造用 MDF で 0.70 









うに MDF の品質を継続的に改善、制御していくことが重要である。 
MDF に関する学術的な研究は、原材料、接着剤、製造方法、物性の改善など様々な分






















60 年生スギ（平均気乾密度 0.34 g/cm3）を用いた。30(L)×30(R)mm、厚さ(T)2.5、4、
8 mm の柾目面試料を作製し、予め 4 水準の含水率（10、30、60、90％）に調製した。こ
れらの試験体を、本実験用に開発した小型圧力容器内において蒸気ゲージ圧力 0.7 MPa

























研究Ⅱ：チップの初期含水率および蒸煮時間が MDF の物性に及ぼす影響 
供試材料として、ふるいで 6～25 mm 間に分級したアカシアマンギウムの切削チップ
を用いた。これらを予め 4 段階の含水率（10、30、60、90％）となるよう調整した。解
繊実験には加圧シングルディスクリファイナー（熊谷理機工業、BRP-300SS）を J タイ
プの刃とともに用いた。蒸煮条件は、蒸煮圧 0.7 MPa、蒸煮時間 3～18 分とし、解繊時
のディスククリアランスは 0.10 mm とした。得られた繊維を繊維長測定設備（Metso、
Kajaani FS-300）を用い、水中に分散させた繊維の投影画像から繊維長を測定した。 
各条件につき、目標密度 0.75 g/cm3、目標寸法 350(w1)×350(w2)×3(t)mm の MDF を
1 枚作製した。接着剤としてイソシアネート系樹脂接着剤（東ソー、450SS）を全乾木
質重量比で 6％添加した。これを寸法 350×350 mm の枠内に手撒きフォーミングした
後、160℃･1 分の条件で熱圧成形した。作製した MDF は 20℃の室内環境下で 24 時間放
冷した後、表裏面をベルトサンダーで研磨し、厚さを 2.7 mm に調整した。研磨した




くした場合に、それぞれ含水率、蒸煮時間の増加に伴って 0.3 mm 付近の短繊維ピーク
















































論 文 審 査 結 果 要 旨 
  
 高澤良輔氏は 2015 年 10 月本学大学院博士後期課程に社会人学生として入学し、































お、これに先立ち、2020 年 7 月 8 日に公開予備審査会、同 8 月 27 日に公開での博士
学論文発表会を、本学で初めて zoom を用いた遠隔形式で行った。両日を通して論文内
容およびそれに関連する幅広い内容について試問を行った結果、相手の反応を見なが
ら話すことができないという不利な環境の中でも博士論文のディフェンスとして十分
に話ができており、人物的にも博士の学位を授与されるものとして十分な資質を有し
ていることが確認できた。 
 
 
